














Aparimitãyu~stotra (Tib. Tshe dPag med la bstod pa， W無量寿讃J，以下『讃J)3)，
Aparimitayulブ'nanasadhana(Tib.ア'hagspa Tshe dang ye shesφag tu med pa'i sgrub 
thabs， W無量寿智の成就法J，以下『成就法J)4)，
Aμrimitayurjnanavidhi (Tib. Tshe da昭 yeshesφagtumedμ'i cho ga， W無量寿智
1) cf.白崎 [1981aJpp.345(4)…342(7) 
2) 蔵訳ではJetむi等と表記されることもあるが，正しくはJitariであるべきことが，白崎
[l981a]pp.348(1)一345(4)に指摘されている。そこには， r (Jet訴と Jitariという呼称について)
Tibet誇の EとIの発音はほとんど同じで区別出来ず， JitariとJetariの発音はほとんど同じ




cf. Deb ther sngon to，四)1民族出版社， 1985年， p. 299 (The Blue Annals part one. by George N. 
Roerich， Roya1 Asiatic Society of Bengal， Calcutta， 1949， p.243) 
3) Toh.No. 26ヨ8，rGyud， Nu.66b3-67a3， P.No. 3522， rGyud‘grel， Nyu.81a5-81b6 








ツォンカパの高弟であるケードゥプ・ジェ (mKhasgrub dGe legs dpal bzang po， 







先ず，AParimitayuηinanahrdaya (Tib. Tshe dang ye shesφag tu med pa'i s即 ingpo zhes 
bya ba'igzungs，以下「鼓音声ダラニJ)9) については，その党本の存在を明確に確認でき
なかった。 rA戸arimitahrdayaJのタイトルをもっ党本の存在が報告されてはいるが10)
今回は調査できなかった。漢訳には失訳『阿弥陀鼓音声王陀羅尼経~ (T.12， No. 370) 
が宝積部に収録され， w陀羅尼雑集~ (T.21， No. 1336)巻第四に「阿弥陀鼓音声王陀羅
5) Toh.No. 2700， rGyud， Nu.67b4-69a4， P.No. 3524， rGyud‘grel， Nyu.82b2-84a6 
6) ジターリのこれらの無愛美子仏に関する三つの典籍は，すでに白崎 [1980Jにその様婆が紹
介されている。






なお，白鴎 [1981aJp. 335にも「以上の 3Text(ジターりの三部作)は，ーセットのものと
考えられるべきものであり， ~J とある。
※bsTan bcos 'gyur ro 'tshal gyi dkar chag Yid bzhin gyi nor bu rin po che'i za ma tog (The Collected 
Works of Bu-ston， PART 28 (SA) ，edited by Prof. Dr. Lokesh CHANDRA from the Collection of 
Prof. Dr. Raghu VIRA， International Academy ofIndian Culture， New Delhi， 1971，343-574) 
8) cf. Ferdinand D. Lessing and Alex Wayman [1968J pp. 144-145，高田 [1978Jpp. 257-258， 
白崎 [1980J
9) チベットではTshedPag med 'Chi med rnga sgra'i gzungs (無量寿無死鼓音声ダラニ)という
名でも呼ばれている。
10) cf.塚本，松永，磯問 [1989J p. 123， H. Takaoka， A Microfilm Catalogue of the Buddhist 





トラに分類され，いわゆる「宗要経jすなわちAtarimitaytuη;nana(Tib. Tshe dang ye 




思議を浄信する者たちの果報もまた不可思議 (sangsrgyas bcom ldan bsam mi khyab / / 
darn pa'i chos kyang bsarn mi khyab / /‘phags pa'i dge 'dun bsam mi khyab / / bsam mi khyab 





11) Toh.No. 676， rGyud‘b山n，Ba.220b5…222b1， P.No. 361， rGyud， Ba.254a2-256a1o Toh.No.850(5)， 
gZungs‘dus， E.62a6-64a2 
12) cf. Ferdinand D. Lessing and A1ex Wayman [1968J pp. 122-125，高田 [1978Jpp.213-214 
13) cf. Toh.No. 676， Ba.221a3…4， Toh.No. 850， E.62b4 









務訳師 Batshab Ni ma gragsの翻訳と明記されている。{也にも悶有名詞など違いが幾つも見
られるので，漢訳から蔵訳への直線的な道筋は想定しがたい。雨訳を対比した充分な検討が
必婆ではあるが，中国撰述説は疑わしいと思われる。
14) cf. Bya勾 chublam rim che ba，青海民族出絞社， 1985年， p. 153.1.1 0…13 (Peking ed. No. 
6001， Ka.79b3-4)。ツノレティム・ケサン先生によると， これは食事の時に唱えるということで
ある。なお，三宝不可思議の文章は， r大乗夜祭経jにもある (cf.下回[1993Jpp. 29ト292)。




675， rGyud‘b立m，Ba.216a7-220b5， P.No. 361， rGyud， Ba.249a5…254a2 etc.)が存在する。漢訳
大蔵経には，失訳『大乗無最美子経J(T.19， No. 936)， W仏説大乗聖無量寿決定光明王如来陀緩
尼経J(T.19， No. 937)が呉訳の関係で存在する。また蔵訳，渓訳を含む多数の敦爆写本の存





¥ プトン『タントラ自録』の「宗主著経」の箆所 (HelmutEimer [1989J p. 108) には IOf!l
が三つあり，その間に pUl).yaが一つあるもの」と 10mが二つあり，その間にpUl).yaがない
ものj といったこ経が挙げられている。 Of!lが二つのものと三つのものは，それぞれ 'Ogmin
gyiぉhedtagmed (色究支天の熱量寿[経][No. 1253J cf.週間[1983Jp.61)， bDe baωngyi 
tsheφagmed (極楽の無量寿[経J[No. 1254J cf. ibid.， p.61)と呼ばれている。これは，仏の
いる上方の役界を色究主主天と解釈した区翌日である。ちなみに色究実天とは，色界のうち最上
の天であり， ここで受用身が成仏し，最上の変化身が欲界にいわゆる十二の行い(中国， 日
本での「入相成道Jに相当するもの)の様子を示すとされている (cf.Ferdinand D. Lessing 
and Alex Wayman [1968J pp. 17-39，高田 [1978Jpp.5-15，ツルティム，藤仲 [2003Jpp. 
374-375) しかし， ケードゥプ・ジェは『タントラ観論~ (cf. Ferdinand D. Lessing and Alex 
Wayman [1968J pp. 122-125，高田 [1978Jpp.213-214)において， I[遂軒族の正尊のタン
トラについては， [いわゆる「宗要経j として〕世尊がシュラーヴァスティにおいて文殊部利
に対して説かれた。上方の無最寿の名古八，および功徳の議歎をともなう。それには omが
三つのもの (Of!lgsum ma)がーっと， orpが二つ (Of!lgnyis ma)あり Of!lpu早yepu平yeという
真言が揃っていないーっと，二つがある。〔プトンは]その二つのうち，一つについて I[西
方の〕極楽の無量寿j と言い，一つについては I[受用身が成仏する]有頂天の無量寿j と言
うのは妥当でなし、。両者ともよ方の無量寿のダラニとして説かれたからjと述べている。彼は，
その根拠を「宗聖書経」の「文殊部利よ，上方に無愛功徳蔵と名付けられた世間界があるJ，す
なわち Skt.asti Manju語nrupari号thayaf!ldisy Aparimitagul).asaf!1cayo nama lokadhatul).に相当する
筋所に求めたようである。「宗婆経jについては，鎌国，河村他緩 [1988Jp.277の『大乗無






なお， Helmut Eimer [1989J p. 108， note.lは， Iラサ版におけるタイトル Tshemdo che ba 




(高崎直道編『東京大学所蔵ラサ版チベット大蔵経目録』には， No. 647， Tshe mdo che ba om 
gsum ma， No. 648， Tshe mdo che ba 0111 grりぬmaといった名称で f祭要経」が挙げられている。
ただし， ラサ絞「宗主害経J冒頭・末尾に説かれる典籍名を確認すると，ニ経とも遜常の名称
が挙げられている)
次に渓訳「宗主き経J に目を向けこの問題を考えよう。『大乗無量寿経~ (主19，No. 936)， W仏

































r ye ca khalu puna与 Ma員jusri!) sattvastasyaparimitayurjnanasuviniscitatejorajasya 
tathagatasyarhata!) samyaksarp.buddhasya nama号tottarasatarp品ro号yantidharayi号.yantivacayi号yanti.
te号amayurp号ivivardhayu:;yanti.J (cf. [1916J池間， p.552) 




ibid.， p.558" 鎌田，河村他縞 [1998Jp. 277， etc.)。ちなみに，ケードゥプ・ジェ『タント
ラ概論Jl(cf. Ferdinand D. Lessing and Alex Wayman [1968J p. 124)にrIT'orpが二つあるもの ('Og
min gyi tsheφag med)Jlにある真言は中間から欠新しているので，百八の名号は完全ではな
いが，別々のタントラがこつあるのではない」とあるのに対し，高問 [1978Jp. 214 11 rダ
ラニの文字が百八からなることであるj と注記している。
「宗要緩J焚本，蔵訳にあるダラニは以下である。
• rorp namo bhagavate Aparimitayurjnanasuviniscitatejorajaya tathagata.yarhate 
samyaksarpbuddhaya. tadyatha orp pu早yepUl).ye mahapu平yeaparimitapUl).y巴 aparimitapUl).ye
jnanasarpbharopacite. orp sarvasarpskaraparisuddhadharmate gaganasamudgate svabhavavisuddhe 
mahanayaparivar，邑 svaha.J (cf. [1916J池田， p.552)
• r orp na mo bha ga ba te a pa ra (10) mi ta a yur dznya na su bi ni shtsi (20) ta te dzo ra dza ya 
ta tha ga ta (30) ya a r在hate sa myak sarp bud dha (40) ya I tadya tha / orp pu早.yepu I，lye ma (50) 
ha pu I，lye a pa ra mi ta pu平ye(60) a pa ra mi ta pu I，lye dznya na sarp (70) bha ro pa tsi te I orp 






















17) cf. W浄土宗全書J15，山喜房仏書林， pp.64…65 
18) cf. ibid.， p.89， 110， 123， 129 
19) cf. ibid.， p. 130 
20) cf. ibid.， p.136 ただし受場人物の名称について，漢訳と蔵訳は完全には一致しない (cf.小
野回 [1987Jpp.94…95)。
21) cf. W浄土宗全書J7，山喜房仏書林， p. 4， 62， 65 









という五如来が顕現するという構成 (cf.頼官 [1990Jp.9，pp. 189…190)をとる。
その中で，阿弥陀仏について，一般にタントラの訳出では漢訳が「無量寿J，チベット訳
が「無量光Jを好む傾向が見られるが， W大日経Jの飴蔵界マンダラも例外ではない (cf.
ibid.， pp. 148-156)。しかし f初会金制頂経Jの営頭の金総界マンダラの出生に関しては「観
自在王Jrt佐自在三五Jの名も使用されるが，後続の『金剛頂タントラ』などの議伽タントラ， W秘
筏集会タントラ』などの無上稔倣タントラにおいて多く「無量寿」に統一されていく (cf.
ibid.， pp. 190-194)。またチベットでは図像学の蛮からは「無長光j と「然登美子j との区別ノ
阿弥陀仏に隠するジターすの信仰と笑践 53 
Aparimit，め!Ulプnanamarzrf，alavidhi(Tib. Tshe dang ye shes dPag tu medρa'i dkyil制 or
gyi choga， W無量寿智のマンダラ儀軌~， Toh.No. 2141)， 
Aparimitayuη;naηαsadhana (Tib. Tshe dang ye shes dPag tu medρα zhes bya ba'i 
sgrub thab， W無量寿智の成就法~， Toh.No. 2143)， 
• AParimitayuη.耐仰sad加問 (Tib.Tshe dang ye shesφagtu medμ'i sgrub thabs， W無
量寿智の成就法~， Toh.No. 2145)， 
Bhagavadaparimitayulプ'nanamarzrf，alavidhi(Tib. bCom ldan 'das Tshe dang ye shes 
φag tu med pa'i dkyil 'khor gyi cho ga， W世尊無量寿智のマンダラ犠軌~， Toh.No. 
2146) ， 
さらに今回取りあげるジターりの三三部作等がある。このうち，初めの三つは，ダー
キニー・シィディラージャ (Skt.Dakinisiddhiraja， Tib. Ma gcig Grub pa'i rgyal mo，以下
マチク)24)が阿弥詑仏から授かったものであり，他方，ジターリのものは彼の師であ










禅定印となるし『金制頂タントラJも継承している (cf.ibid.， p.156，199，244 W陀羅尼集経J
f理趨広経Jなど左右両手を胸の前で組み合わせた転法輪印を結ぶ場合もある cf. ibid.， pp. 
199-200 ただし『幻化網タントラJの白色，六哲三頭で関蓮華印といった例外的な姿もあ




るJ(cf. ibid.， p.243， pp. 334-339) と言われている。








ら生じる遂茎の上に阿弥陀を拝することもある (cf.綴富 [1990Jp. 635)。また「長寿三尊(Tshe
lha rnam gsum) Jとして中央に大きな無量秀イム，周箇に無量妻子イムと白ターラと仏頂尊勝母を
交互に配壁した図像も知られている (cf.邸中 [1990Jpp. 104-105)。
チベットにおける阿弥陀仏の尊容の具体的記述については note.45を参照のこと。日本で
の密教的な阿弥陀仏の殴像に関しては，真鍋 [2000J [2001 Jを参照のこと。
24) なお，マチクには，Aparimitayurhomavidhi (Tib. Tshe dPag tu med pa'i sbyin sreg gi cho ga， /' 
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るガルパパーダが河弥陀仏から授かったものであるとされている (cf.W讃J奥書き)。
前回の我々の報告 (cf.拙稿 [2003J) においては，マチク流を受けたダライラマ七世
の成就法を紹介したが，その段階ではマチク自身の著作を扱わなかったため，マチク
¥『無量寿の護摩銭軌，]， Toh.No. 2144) という関連典籍もある。拙稿 [2003Jおいて note.23
と付録(1)において，ダライラマ七世の記述に基づきマチク流の伝承系譜を紹介したが，マ
チク自身については十分な検討が行えなかった。今関誠査したHayagrivasadhana(Tib. rTa 
mgrin gyi sgrub thabs， W馬頭成就法J1， τbh.No.2142， Tshi.215b4-216a5)の爽警に， r無量光に
より授記されたダーキニー・ドゥッベーギェノレモ(‘Oddpag med kyis lung bstan pa'i / / mKha' 
'gro Grub pa'i rgyal mo) J とある。また，AParimit.のuη'lianamm.u!alavidhi(Toh.No. 2141， 
Tshi.21Oa3…215b4)の奥書と，Aparimi.均 Ulゴ'lianasadhana(おh.No.2143， Tshi.216a5-219a3) 
の奥書には， r根本十万タントラ」と「釈タントラ・光明網jに依って，女性成就者ギェノし
そがお造りになった(jrTsa rgyud le'uもum仰向ηw/ / bShad rgyud 'Od zer dra ba la / / brten nas 





















と批判している。 cf.Ferdinand D. Lessing and Alex Wayman [1968J pp. 276-277 
また，マチク流の伝承系譜に関して，マチク，ティプパ， レーチュンパの問の伝法に関す
る記述が， ダノレマパドラ作の Grub切りllugskyiおhedPag med lha gcig bum gicg gi dbang bskur 
(d乃'adgzhi'i yig chaρJzyogs bsgrigs 2， vo1.76， dl¥駒 chudha間 labha dra'i gsung 'bum，7a-8a)に見
られる。この刊本の複写状態が良くないので読解は今後の課題としたい。なお， レーチュン
パについて，拙稿 [2003J付録(1)における記述の出典がHulan deb tJzerであることがわかっ








cf. Deb tJzer sngon po，四1民族出版社， 1985年， pp.523吋 524(刀leBlue Annals Part two. by 




また以前， ジターリの儀軌が「ニつの無量寿経 CTshedpag med pa'i mdo gnyis) J26) 
¥ には， レーチュンパが八十二[年間，伎に]おられたと言うのもあるが，最上の霞弟子
たちの教えの年代計算 (bstanrtsis)を細かくなさったものには七十八〔年間]と出て
し、るJcf. ibid.， p.526， ibid.， p.439 
なお，上記のダノレ 7 パドラの著作は， rそれについても，尊の形相とタントラ部の次第と，
見解 (bzhedsroI)の区別全てを合ーしたもののうち最高のものは，マチク・ドゥッベーギェ
ノレモ流の TshedPag med lha g，α旨bumgcigとして流伝した， この無最寿主ど無上ユガとして行ず
る[行法]であるj と述べた後で， ギェノレチョク・ケノレサンギャンツォ (rGyalmchog bsKal 
bzang rgya mtsho / Dalai lama7， A.D. 1705-1757)の名前に直接触れて， τoh.No.5853(9)冒頭の
傷須を引用している (6b5…6)。これは，ダライラマ 7t止によるマチク流の継主主について言及
する段である。
※Toh.No. 5853 (9) Ma gc忽gntbμ'i昭 'almo lugs kyiωze dPag med la brten nas brtan bzhz悠s'bul 
tshul gyi cho ga bsgr佐官 sramkhregs rdoげe'isrog shing (The Collected 移0rks(Gsung 'bum) ofthe 
SeventhDalaiLama (72，4 [36b4J -85，5 [43a5J) 
25) ジタ -yは，へーヴァジュラなど母タントラの系統にあること (cf.The Blue Amzals Part 
one. by George N. Roerich， Royal Asiatic Society of Bengal， Calcutta， 1949， p.243，白崎 [1981aJ
p.24) も予断を与える一つのきっかけになってしまったが，例えば，前回報告した (cf.拙





















s身ongrgyud nas gszmgs ba 'i Tsheφag med kyi sgmb仰 'ithabs (BIBLIOTHECA TIBETICA 1-7， 
The ComPlete Works of the Great Masters of Tlze Sa Skya Sect of the Tibetan Buddhism， Vol. 17， The 
Complete Works of Chos rgyal‘Phags pa -2-，議伽タントラに属する『悪、怒清浄タントラJ所
依の儀車九番)のように，また別の構成をもったものがある。
26) チベットではTshemdoの略称がよく用いられている。ロンドルラ?の著作 (TheCollected 
Works of Londol Lama， P訂 t.l，2，Lokesh Chandra， lnternational Academy of lndian Culture， N 
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に言及することを指摘したが (cf.拙稿 [2003Jnote.8)，その詳細は明らかで、なかった。
今回，チベット仏教の大学匠プトン (Buston Rin po che， A.D. 1290-1364)の高弟ダツェ
パ (sGratshad pa Rin chen rnam rgyal， A.D. 1318-1388) による TshedPag med 'chi med 






27) The Collected 柄拘 01Bz付加z，PART 28 (SA) ， edited by Prof. Dr. Lokesh CH必IDRAfrom 
the Collection of Prof. Dr. Raghu VIRA， International Academy of Indian Culture， New Delhi， 1971， 






[1987Jは， ジャムヤン・ロテノレワンポ ('Jamdbyangs blo gter dbang po， A.D. 1847…1924)に
よる rGyudsde kun btus vこ所載された bComld，仰出s'chi med口zgalha bcu bdun gyi sgrub dkyil 
dbang chog da昭 bcaspa 'chi med grub仰すbcud lenを扱った論文である。この「鼓音声ダラニ」
に基づく儀軌警は，チョナン派の伝承に依るとされる。 ibid.，p. 94， note.l2には， ロテノレ・ワ
ンポもジターリの『儀軌Jを参照したことが述べられている。
『ダツェパ儀軌』冒頭は以下の通りである。
( (2，Sa.l.l) IT'[無量寿]無死鼓音のマンダラ儀執 寿命の吉祥と智窓、の如意成就.11('Chi 


















-Jlと震われるこの[典籍]は，クシャンチェンポ・ター (sKuzhang chen po Ta) とい
う司徒の指示によってお願いした折に，壬戊 (chupho khyi)の年 (A.D.1382)のあ月(蔵
踏 9A 16 E! ~ 10月 15日)の 9E!の臼中， [シヤルミ子近郊の]法の栄んな土地 (Chos




「鼓音声夕、ラニjが f二つの無量寿経」である可能性が強まった (cf.notes.56， 73)。
このような「鼓音声ダラニj の系統にあるジターリ流の，所作タントラに属する陣
弥陀仏成就法は，純粋に顕教の「無量寿経jに基づいたツォンカパ (Tsongkha pa 
B10 bzang grags pa， A.D. 1357-1419) の bDeba can gyi zhing du skye ba出inpa'ismon 













仏信仰が盛んになった。 cf.嘉木揚 [2002J[2003J 




pp. 264-265， p. 537etc.)。





32) 原文では rchags tshuUとある。通常 rTib.chags (Skt. sanga) J !主食欲を表す用例が多いが，
以下を参考に「愛するj と環解した。
jagat-sanga叩訂tasa古genaryasang巴泌 tayina/





















菩薩ジェーター (D.Nu.67a2)ワ(Dzeta ri)一敵から打ち勝った者 (dGralas rnam 
p訂 rgyalba)ーがお作りになった。
これの伝承は，アミターユス (Tshedpag med) ，成就を得たガルパパーダ (sNying
po zhabs， cf. note.80)，ジェーターリ (Dzeta ri) 教から打ち勝った者一，大小二
人のヴァジュラーサナ (rDorje gdan pa) 35)，パリ翻訳部 (Bari 10 ts主ba)36)，チィム・
33) ここの rme long mnyam nyid la sogs paJは，1)法界体性智， 2)大円鏡智， 3)平等性智， 4) 
妙観察智， 5)成所作智といった「大医如来の五智」を意識した表現と思われる。これら五
智は通常，金刻界マンダラにおいて，1)大日(中央)， 2)阿関(東方)， 3)宝生(南方)， 4) 
阿弥陀(西方)， 5)不安成就(北方)のま如来に配当される。五智と五如来の関係については，
頼窓口990Jpp.215-228を参照のこと。
34) cf.拙稿 [2003Jp.48，note.27 
この{高須は，無量寿九芸事に対する譲が説かれた後の，意味を要約した讃である。これと向
じ趣旨の偽鎖は『ダツェパ儀軌Jの冒頭にも (6，Sa.3a6…b1)説かれ，その重要性が伺える。
すなわち「無量寿智仏 (Skt.Aparimitayurjnana， Tib. Tshe dang ye shes dpag tu med pa) Jをマ




教では「無量寿智」を阿弥陀仏の変化身と認めるようである (cf.問中 [1990Jpp. 102-104 
→ note.23)。なお，無量寿智などの「宗要経J関連の仏名に関しては note.15を参照のこと。
35) ここには「大小二人のヴァジュラーサナJとある。大ヴァジュラーサナ (rDorje gdan pa 
chen po)がユヤーヤパーラ (Nyayapala)王の闘であったことについては，以下を参照のこと。
cf. dPag bsam ljon bzang， edited by Chandra Das， Reproduced by Rinsen Books， Kyoto， 1984， p.119 
河弥陀仏に関するジターリの信仰と笑践 59 
ツォンドゥーセンゲ (mChimsBrtson 'grus seng ge)37)，ギャナク・プクパ (rGya
nag Phug pa) 38) ， ウパ・サンギェブム (dBuspa Sangs rgyas‘bum)， (D.Nu.67a3) ラ
マ・ゲディンパ (BIama dGe sdings pa) 39)， ラマ・サムテンサンポ (Blama bSam 
gtan bzang po) である。
翻訳2
A仰rimitayurjnanαsadhana(W成就法jJ)
(D.Nu.67a3) インド語で，Arya a yu rdznya na pa ri mi ta sa dha na1J1。チベット語








36) 彼には，sGrub thabs brgya rtsa (i百成就法JToh.Nos.3306-3399， P.Nos.4127-4220) と呼ば
れる訳業もある。これも所作タントラの成就法である (cf.Ferdinand D. Lessing and Alex 
Wayman [1968J pp. 166-167，高田[1978Jp. 321)。若いころアティーシャの指示でインド
に行き，アモーガヴアジュラから法を受けた。後にサキャ派の第二代座主になった。彼の年
代はA.D.1040…1111，ca.とされている。 cf.奥山 [1995Jpp.203-204 
37) チィム・ツオンドゥーセンゲは，プトンの Tsheφagmed kyi brgyud paにも挙げられる (cf.
ヌド稿付録。。さらに彼はギャナク・プクパとともに，ターラナータ (Taranatha，A.D. 1575-1634) 
のおhecho ga bDud rtsi'i chu gterにも挙げられる (cf.本稿付録 2)。
38) 拙稿 [2003Jp.61において， i rGya nag Phug paJを「中閣のプタパ」と理解したが，ツノレティ
ム・ケサン先生の御指摘では，中国人であるならば irGya nag paJになるはずであり，この
名はチベットの地名や氏族名にもあるので，単に fギャナク・プクパ」とする。なお，ター
ラナータ (A.D.1575-1634)のTshecho ga bDud rtsi'i chu gterはジターリ流の阿弥柁仏成就法
を伝える典籍であるが，そこには irGya zhang Phug paJ とある (cf.付録2)0 The Blue Annals 
(Part one. by George N. Roerich， Royal Asiatic Society ofBengal， Calcutta， 1949， pp. 126-127)に
よれば，これらサキャ派の人はニンマの法にも関わっていたようである。
39) cf. The Blue Annals (Part one. by George N. Roerich， Roya1 Asiatic Society of Bengal， Calcutta， 
1949，pp.444…445) 
40) P. Nyu， 81b8では itshe nyams pa la bsrung‘dod pasJ (寿命の衰えについて保護を綴うので)
とある。








スヴァパーヴァ，ヴィシュッドー，ハン (Skt.om svabhava visuddhah s釘 vadharmah
svabhava vi三uddhoharp.)。オーン，シューンヤター，ジュニャーナター，ヴァジュラ，










ントラ部の「自性 (Skt.svabhava) J [という真言]と「空性 (Skt.sunyata) J [という真言]
等を唱えて空伎を修習することに相当するものであるj
という。ここでジターリは阿方とも行っているわけである (cf.Ferdinand D. Lessing and A1ex 
Wayman [1968J pp. 158-161，高間 [1978Jp. 316)。チベットでは最下位の所作タントラに
自己に本尊を生起する修習はなく，ただlIII方fこ修習した本尊から悉地を得るのみであるとい
う見解が多かったが，ツォンカパ，ケードゥプは所作タントラにもそれがあることを主張し
ている (cf.高間 [1978Jpp. 229-244， 318-324)。ちなみに「本尊の慢(Iha'inga rgyaI) J (本
尊としての自負，自覚)について，揃稿 [2003Jnote.43において誤字を見逃し， 1本尊の蔓J






( (4，Sa.2b 1)展開すれば (sprona)，初めに供物，功徳水と洗潟水を奉献します。終わり
に音楽も宣告献します。讃嘆によって (4，Sa.2b2)称讃します。それから合掌して心をつく
して， 1三5互に私は帰依致しますjを始めとして，七種[供養]を行って， 1オーン，ヴア
ジュラ，ムフ (Skt.Of!1 vajra mul:u Jと唱えつつ，弾指よって (segol gtogs pas)衆の依処
であるマンダラがは，Sa.2b3) 自性住に来るよう祈願します。回無量を修習して，福徳資
滋を積みます。それから， 1オーン，スヴァパーヴァ，シュッダッハ，サルヴァダノレマーハ，
スヴァパーヴァ，シュッドー，ハン (Skt.om svabhava suddhah sarvadharmah svabhava 
suddho与haf!1)Jと唱えることによって，一切言語法が自 (4，Sa.2b4)性についてき告である
と修習します。「オーン，シューンヤター，スヴァパーヴァ，アートマコーホ，ハン (Skt.






また 113性清浄の真言J と I~f設の真言」については高出 [1978J p.505に指摘されている。
45) チベットにおいては菩薩形と如来形の将弥陀仏の尊容が見られるのは (cf.邸中日990]p. 
103)，それぞれ密教と霊貫教の阿弥陀仏像を反影している。 f成就法』の説く阿弥陀仏の尊容は，
f儀軌~ (D.Nu.68a1 ~)にも説かれる。この他に，以下の典籍にも類似例が見られる。なお『成





¥・ 'Oddtag med kyi sgom bzlas (cf. [1994J bDe sl1lonρhyogs bsgrigs， stod， p.137) 
• Go rams bSod nams seng ge'i bDe smon (cf. ibid.， p.204) 
• mKhas grub Ragasya mdzad pa'i rNam dag bde chen zhing gi smOl1 lam (cf. ibid.， p. 217) 
• mChog gyur bDe chen gling ba'i bDe smon (cf. ibid.， p.258) 
(通常，阿弥陀仏の印棺は「禅定印jであるが，ここには「施無長印」とある)
・Zhechen rGyal tshab kyi bDe smon (cf.ibid.， p.267) 
・rDorη;esnang ba mtha' yas kyi sgrub thabs (cf.ibid.， p.303) 。'Oddtag med kyi tshe sgrub (BIBLIOTHECA TIBETICA 1-10， The Co持tlete防0rks01 the 
Great Masters 01 The Sa Skya Sect 01 theηbetan Buddhism， Vol.lO， The Complete Works of Ngor 
chen Kun dga' bzang po -2ー)






・'Oddtag med kyiおhesgmb (BIBLIOTHECA TIBETICA 1-5， The Comtlete Works 01 the Great 
Masters 01 The Sa Skya Sect 01 the Ti・betanBuddhism， Vo1.l5， The Complete Works of Pal!dita Kun 
dga' rGyal mtshan， (Na.12，224a4…5)) 
• sByong rgyud nas gsungs ba'i Tshe dtag med kyi sgmbρa'i thabs (BIBLIOTHECA TIBETICA 
1-7， The Conψlete Works 01 the Great Masters 01 The Sa Skya Sect 01 the Tibetan Buddhism， Vol. 17， 
The Complete Works of Chos rgyal 'Phags pa-2一， (Pha.1， 33b2-3)) 
. Tshe dtag med kyi sgmb thabs zab mo (ibid.， (Pha.3， 35b5-6) ) 
. Tshe dtagmedgyi bstod ta tadmo threng ba (ibid.， (Pha.5， 37b1-2)) 
• 'Od dtag med kyi sgo nas sd信仰sbyongba'i thabs (ibid.， (Pha.7， 39a2-3)) 
・Tsheφagmed la bstodμ (ibid.， (Ba.22， 273a5-6) ) 
@Tshe dtag med 'chi med rnga sgra'i dkyil cho ga Tshe dtal ye shes bsam 'grub 
(The Collected Works 01 Bu-ston， PART 28 (SA) ，edited by Prof. Dr. Lokesh CHANDRA企omthe 
Collection of Prof. Dr. Raghu VlRA， International Academy of Indian Culture， New Delhi， 1971， 
(4，Sa.2b6 ~) etc.) 。>Magciggmbρa'irgyal mo lugs kyiぉhedtag med la brten nas brtan bzhugs 'bul tshul必licho ga 
bsgr忽'ssram khregs rdoη'e'i srog shing 
(The Collected Works (Gsung加 m)01 the Seventh Dalai Lama Blo-bzang-bskal-bzang-溜 la-mtsho，
Reproduced from a set of prints from the 1945，‘bras-spungs blocks from the library to the 
Ven.Dhardo Rimpoche by Lama Dodrup Sangye， Gangtok， 1976， (74，1 [37b1J ~)) 
@mGontotshedtagmedkyisgmbthabs (ibid.， (104，1 [52bl] ~)) 
@mGon to tshe dtag med tar bバ'enta'i d:ηgos grub sgrub t， 
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です。疲れない限りは，修習したり， この真言を唱えます。「名前の真言 (minggi 
sngags)J と (D.Nu.67bl)r心呪の真言 Csnyingpo'i sngags) J47)です。名前[の真言]
によって転変したなら，ダラニも唱えます。ダラニとは『無死鼓音声[ダラニ](Chi 
med mga sgra) Jjです。後で〔行者]本人は寿命が延びるでしょう。または剥那〔に
自己を〕本尊だと思念して，適宜， r三真言 (sngagsgsum) J48)を唱えたり，瓶の
甘露水の流れによって， [行者〕本人を何度も洗浄すると (D.Nu.67b2) 念じたり，
¥ 転変して， I (l3，Sa.7a4)設もが赤色の御身体で，赤璃瑚の色を有しており， (l3，Sa.7a5) 
赤色の光が充満しており ~J
となっている。
47) I心呪の真言Jについて， wダツェパ儀軌~ (6，Sa.3b3-4)は以下のように解釈している。
(読請すべき真言とは， Iオーン，ナモー， フツレン， アーユノレ・ジュニャーナ， フリーヒ，
アローリカ，フーン，フリーヒ (Skt.orp. namo bhrurp. ayurjnana hr海arolikahurp. hn1:J) J 
という心呪の真言である)
この真言は7 チクの著作 (Toh.No.2143)にも説かれる。
48) ここの「三真言 (sngagsgsum) Jの二つを木作に見られる以下の真言と理解した。
-名前iの真言 (D.Nu.67b4)
「オーン，タッドヤター， アパリミターユノレ・ジュニャーナ， フリーと， フーン， ブノレー
ン，スヴァーハ (Skt.orp. tadyatha aparimitayt吋nanahr碍hurp.bhrurp. svaha) J 
-心呪の真言 cf. Wダツェパ儀軌~ (6，Sa.3b3-4) 
「オーン，ナモー， ブノレン， アーユノレ・ジュニャーナ， フリーヒ， アローリカ， フーン，
フリーヒ (Skt.orp. namo bhrurp. ay吋nanah時 arolikahurp. h埼)J
しかし残り一つを我々は明確には理解できなかった。しかしプトンは，上記以外の阿弥陀仏
に関する真言を Gsangsngags rgyud sde bzhi'i gzungs mams gcig tu bsdus仰 'igZungs 'bum chen 
mo (Toh.No.5170)に四つ収録している。この中に残り一つの真言が含まれている可能性が
ある。
1. Tsheφag med kyi snying po'i sngags (無差ま寿の心況の真言)
(The Collected I10rks of Bzトston，PART 16 (MA)， edited by Prof. Dr. Lokesh CHANDRA from the 
Collection of Prof. Dr. Raghu VIRA， Int邑rnationalAcademy of Indian Culture， New Delhi， 1969= 
τbh.No. 5170 (226)) 
IOrp. vajrayu与hurp.a / Orp. pUl).ye pu早yemahapul).ye / aparamitayurpu♀ye jnanasarp.bharopacite 
svaha / Orp. namo bhagav呂teaparamitayurjnanasuvini三citatejorajayatathagataya / arhate 
samyaksarp.buddhaya / tadyatha / Orp. pUl).ye pu早yemahapul).ye aparimitapul).ye aparimitapul).ye 
jnanasarp.bharopacite / Orp. sarvasarp.[slkaraparisuddhadharmamate gaganasamudgate 
svabhavavisuddhamahanayaparivare svaha / / J (1宗要経Jが説くダラニである。 cf.池沼 [1916Jp. 
552) 
2. Tshe dPag du medρa'i mdo'i sngags (無量寿経の真言)
(ibid. =てroh.No.5170(227)) 
IOrp. namo bhagavate aparamitayurjnanasuvini品citatejorajaya/ arhate samyaksarp.buddhaya / 
tadyatha / Orp. sarvasarp.skaraparisuddhadharmamate gaganasamudgate svabhavavisuddhe 
mah加ayapぽivaresvaha / / J 
(上記真言の部分)














『聖なる寿命と智慧が無量という成就法(ア'hagsμ tshed，仰 'gye shesφag tu med 
ρa'i sgrub thabs)~ ， 軌範師であり学者であるジェーターリ (Dze ta ri)一敵から打ち
勝った者 (dGralas rnam par rgyal ba)ーがお作りになったものが完成した。
インド (D.Nu.67b4)のパンディタであるジャムベー・ヤン ('Jampa'i dbyangs) 
と翻訳師チェガーヴェー・ペル OCedga' ba'i dpaI)により翻訳された。
名前の真言とは， rオーン，タッドヤター，アパリミターユル・ジュニャーナ，
フリーヒ，フーン，ブルーン，スヴァーハ (Skt.orp. tadyatha aparimitayturj描nahnlJ 
hurp bhrurp svaha) Jである52)。
翻訳 3
Atarimitayurjnanavidhi (W儀軌~)
¥4. J:匂1tan bsngags paφagtu medμ'i sngags (無量功徳讃嘆の真言)
(cf.塚本，松永，磯田 [1989Jp.123) 
(ibid.口 Toh.No.5170 (285)) 
r namo ratnatrayaya / namo bh丑gavateamitabhaya tathagataya arhate samyaksa1]1buddhaya / 
tadyatha / 01]1 amrte amitodbhave amitasambhava amitavikrante amitagamini gaganakirtikare 
sarvvaklesak号aya1]1kari svaha / / J 
Toh.No. 679， Ba.223al-223a5 (口No.851)に出典が求められる。 Toh.No.678， Ba.222b6 
223al (=No.867) を増補したものが Toh.No.679 である。なお，漢訳『阿弥陀仏説呪~ (T.No. 
369)J と親近性がある。 H.Takaoka， A Microfilm Catalogue of the Buddhist Manuscrz体的Nepal，





cf. Bod rgya tshig mdzod chen mo (蔵漢大辞典)民族出版社， 1985年， p.2983a 
[srung 'khorl rdzas sngags dmigs rim sogs kyi srung ba'i‘khorlo/ 
cf.高田 [1978Jp. 281， 316， 420， 505， 森 [1997Jpp. 95-100， ツノレティム， 正木 [2003Jp. 
94，190，288 
51) これについて『ダツェパ儀軌~ (I 7，Sa.9a6 ~)には， i死を欺く手段(‘chiblu) Jとして詳
説している。 cf.τoh
52) 先に説かれる「名前[の主真草言]によつて転変したなら' ダラニも R唱昌えます (min碍gg忽IS
bsgyur na gzungs kyang bzlas) J (D.Nu.67b1)を受けた補足説明である。この説明は，定型的
な翻訳者名を始めとする奥書きの後の追記である。
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CD.Nu.67b4)インド語で，Aραrimi ta a yu rdznya na bi dhi na ma。チベット語で，













cf.北村， ツノレティム [1998J[1999J [2001J 
Fダツェパ儀移LJl(7，Sa.4a3 ~)は， rマンダラに慕づく次第の所作」の項目において，
gSang ba spyi'iゅ ud(Skt. Sarvama?U!alasãmãnyavidhïllã~n guJ卵 tantra，Tib. d母il'khor thams 
cad kyi spyi'i cho ga gsang ba'i rgyud，τoh.No. 806， T.No. 897 W務咽耶経Jl?)から，観察による
土地の確保，加行，悟入の頗序でなすべきだと言う儀袋をヲiいている。ツォンカパは『真言
道次第大論Jlfこ向じ趣旨の偲2震を，Mayajalamahatantraraja (T.No. 490 W仏説稔伽大教五経Jl)
から引用しているo cf.北村， ツノレティム[1998J
54) ジターリによる阿弥陀仏成就法のマンダラについては，Ma?u!alas 01 the Tantrasamuccaya， 
ed.， Lokesh Chandra， No. 10を参照のこと。 cf.自椅 [1981aJpp.335(14)-334(15) 
55) 儀軌で用いる「瓶jの詳紹な規定について， Wダツェパ銭軌Jには，
1 (9，Sa.5a3)それから，瓶が準備できるならば九つ，準備できなければ二つを[用意して〕
白土で塗ワ飾ります。白布の南端のふさ (rasdkar po kha tshar)を傷つけないでひ筑の〕
御核ロを包みなさい。[滋7j(のための]繋 (1srog maJを rsogmaJ と理解する〉を白い
ふさで包みなさい。「オーン，タープテー，タープテー，マハータープテー，スヴァーハー








( (11，Sa.6a5) マンダラの西にある赤い績に「無量寿心呪の真言 (tshedpag med kyi 
snying po'i sngags) J，あるいは「名前の真言(即時 gisngags)J，あるいは諸々のダラニ
の何れかを書いて援きなさい。南と北に F無量寿の(I1，Sa.6a6)ダラニ (Tsheφagmed
kyi gzungs) Jlと， [f'無死鼓音声のダラニ ('Chimed rnga sgra'igzungs) Jlを心地よい座の上
に次第通りにおきます。東に車九範師自身が修行の助けとなる者をつれて外と内の洗浄を
行います)
この記述によると， 1無長寿の二つの経典 (Tshedpag med pa'i mdo gnyis) Jは， W無量寿の













(Olp. namo buddhalp. a界rj泊nahnl) arolika hulp. hn与)J58)と[唱えて〕白いものを思念





57) cf. Ferdinand D. Lessing and Alex Wayman [1968J pp. 174-177，高田 [1978Jpp.325-326 
fダツェパ儀彰l~ には無量宮を始めとするマンダラに関して詳細な記述が見られる。 s1\を'ags








ン，アワーヒ (011namo buddhal1 ayurjnana hr吟arolikah註mhn与)J中の， rブッダン (buddhal1)J 
と fブルム (bhrむm)Jを交代させれ!f，1ダツェパ儀軌Jの伝える「心呪の真言J(6，Sa.3b3…4) 
となる。

















心臓に「長い真言 (sngagsrings) Jを置いて唱えます。または『心呪 (sNying戸OH62)
を置いて唱えます。それから新しい紅砂碗 CSkt.!?arava， Tib. kham phor) の中を，病
人等の体を洗って[その]水で、満たして東に置きます。そこで「念怒明王真言 (khro




て置きます。北には種々の内衣 (D.Nu.68bl) を 五色の羊毛の糸でくるみなさい。
吉祥草の上に置くべきです。それから軌範師を護るべきであり，供養し，お食事を
献上すべきです。軌範師へ親近して， 蔓の旋回の仕方 (phrengba 'khor 
tshuU を唱えることを始め，成就すべき者を瓶の中に思念して 65)一人の弟子は
(D.Nu.68b2)南に坐って， w無量寿のダラニ (Tshe φagmed ρa'igz附~gsH66) を読諦
62) W 夕、ツェパ儀軌~ (l8，Sa9b2-3) は， l'心呪 (snyingpo) Jを『無死鼓音声のダラニ ('Chi
med rnga sgra 'i gzungs) ~と理解している。
( (18，Sa.9b2)マンダラの北の方(18，Sa.9b3)に成就すべき者の替身の衣を五種の彩色したも
ので十字形に結び， IT'無死鼓音声のダラニ ('Chimed rnga sgra'i gzungs) ~を一回唱えて，そ
の彩色した糸を魚の煙でいぶします)
63) cf.高El3[1978J p. 283，497 
「念怒明王真言(念怒甘露箪茶利莫言)Jは， IT'蘇悉地経Jl(T18，616b)に説かれる真言である。





( (18，Sa.9b2)それからマンダラの南方で f無量寿のダラニ (Tsheφagmed kyi gzungs) ~ 
を一回唱えることと，その黒い台のJ二に，升秤・分等のそれぞれの贈り物を投じましょう。
マンダラの北の方(18，Sa.9b3)に成就すべき者の替身の衣を五種の彩色したもので十字







66) Wダツェパ儀軌Jには，Tshe dPag med kyi gzungsとして挙げられている。先に f無量寿のこ
つの経典 (Tshedpag med pa'i mdo gnyis) J (D.Nu.67b7) とあり (cf.note.56)，この中の一つ
に挙げられることから，IT'無量寿のダラニ』は独立典籍として理解されていたのは確かである。
プトン『カンギュノレ毘録JlIT'タントラ図録』には， このタイトんでは掲載されていないため，
議定とまでは言えないが， l'宗安経Jの可能性がある。 cf.note.73 
阿弥陀仏に関するジターリの信仰と実践 67 








呪の真言 (snyingpo'i sngags) J [を唱えること]により武器でもって[糸を]切って，
北方に捨てます。それから，軌範師は泳浴して，心地よいggに坐って，瓶を次第通
りに濯 (D.Nu.68b5)頭します。「オーン， ヴァイローチャナ・アーユルジュニャー
ナ，シッディ，サマヤ，アピシンチャ，フーン (orp.vairocana ayurjnana siddhi 






67) cf. note.62 
68) gSang ba spyi'i rgyud (Skt. Sarvamm，ujalasamanyavidhiJla1!伊 hyatantra，Tib. dKyil 'khor thams 
cad kyi spyi'i cho ga gsang ba'i rgyud， Toh.No. 806， T.No. 897 W務削耶経.1?)という特定の典籍
の可能性もあるが， f可れにしても密教の一般的な本文に依るものであろう。
69) cf. Bod rgyaおhigmdzod chen mo (蔵漢大辞典)民族出版社， 1985年， p.1987a 
子brangrgyasJ bzo lta mi'i snying kha lta bu'i gtor ma zlum po / (形が人の心識のような球形の食
物)
cf. A Tibetan-English Dictionary， London， 1881 r‘brang rgyasJ Mil. sacrifice， offering of estables. 
70) Wダツェパ儀軌jには，
r (23，Sa.12a4)オーン，ヴァイローチャナ，アーユノレジュナーナ，シッディ，サマヤ，フー




と， w儀iIiILJとほぼ向じ真言が説かれている。真言内のrvairocanaJの箇所に順次， r vajraJ r padmaJ 
等を援換して唱えると思われる。




と (D.Nu.68b6) 言って，または，ダラニについては， I六波羅蜜のガーター (phar











に入ったならば，布施の力の音声が広まるでしょう。/(sh戸npa'i stobs kyis sangs rgyas yang 
dag‘phags / / mi yi seng ge sbyin pa'i stobs rtogs te / / snyingり巴cangyi grong khyer 'jug pa na / / 
sbying pa'i stobs kyi sgra ni grags par 'gyur /) Jという「宗要経j末尾六僑の第一億を挙げて，1布
施が究党し寿命も増長しますように。同様に，六波羅蜜に適応、した吉祥な諦カを述べます」と，
寿命を六波羅蜜と結びつけて，その成就を祈念している。蔵訳「宗要経jの相当箇所は，
Toh.No. 674， Ba.215b7-216a4と， τbh.No.675， Ba.220a6…220b3であり，ダツェパが挙げたもの
は，官官者に一致する。なお， ジターリの「ダラニについては，六波羅蜜のガーターを~J と
いう記述について，ダツェパは焚語のダラニではなく，前掲の蔵訳を用いた。直前に「心呪J
が，ここでは「ダラニjが言及され，ダツェパは前者さと F無死鼓音声のダラュ ('Chimed 
rnga sgra'i gzungs) JIと理解し (cf.note.62， 65)，後者については f宗婆経」から引用している。
また，ダツェパは「二つの無最寿経J(cf. note.56)を f無死鼓音声のダラニ ('Chimed rnga 
sgra'igzu珂gs)JIと『無量美子のダラニ (Tsheφagmed kyi gzungs) JIとしている。よって，ダツェ
パは前者で「鼓音声ダラニjを，後者で「宗要経Jを指示していることになる。
以下，参考までに「六波羅蜜のガータ -Jな掲載する (cf.池田 [1916Jpp.556…557， T.No. 
936， p.84c， T.No. 937， p.86b…c) 
danahalena samudgatabuddha与/danabaladhigato narasirphah， 
danabalena ca品fUati重abda年/kar切ikasyapure pravi品atal).(1) 
重.ilabalenasamudgatabuddha与/釘labaladhigatonarasirphah， 
silabalena ca sfUyati sabdal). / karul).ikasya pure pravisat幼.(2) 
均おtibalenasamudgatabuddha年/k拘ltihaladhigatonarasirphah， 
k拘ltibalenaca品fUyati重abdah/karu早ikasyapure pravisat均.(3) 
viryabalena samudgatabuddhal). / viryabaladhigato narasirphah， 
viryabalenaα 重r色yati品abda与/karu早ikasyapure pravisatal). (4) 
dhyanabalena samudgatabuddha与/dhyanabaladhigato narasirphah， 
dhyanabalena ca sr色yatisabd功/karu早ikasyapure pravisata与.(5) 
prajnabalena samudgatめuddhal)./ prajnahaladhigato narasirphah， 
















ます。土の顔料等を水に捨てて78) 享受 (Skt.upayukta) 79)することによって，死主
を滅します。『無量寿のダラニ』も唱えます。
軌範師ジェーターリ (Dzetari)一敏から打ち勝った者 (dGralas rnaロparrgya1 ba) 
が，バラモン80) のアーカーシャ・ダートゥ/アーカーシャ・ゴーシャ (Skt.Akaねdhatu
/おcasagho号a)81lの怠ラこのためにお造りなったものが完成した。インドの和上のシュ
ヲー・ 7 ンジュ CSkt.Srimanju) と翻訳師チェガーヴェー・ベル OCedga' ba'i dpaI)に
より翻訳された。
76) Irダツェパ儀軌~ (25，Sa13a3)にも， この~~震が引用されている。ただし， i寿命の悉地j
が「寿命の持務〔者の位J(tshe yi rig 'dzin) Jとなっている。
77) P.lus nang， D.lung nangとある。ここで説かれる表現は定形句(Iusnang thams cad khyab par 
bsam)であり，北京版の読みを採用した。推測ではあるが，チベット文字 isJの右半分が欠
浴して ingJになったと思われる。
78) Irダツェパ銭軌』には， i (25，Sa.13a4)諸々の顔料を拭き取って，海へと流れる河に捨てます。
(25，Sa.13a5)紐の跡を拭き清めて， [マンダラ儀軌の〕事業の痕跡を見えないようにすべき
です。その後で廻向し，翠綴し，讃辞を広大にすべきです」とある。
79) P. nye bar‘kho bas， D. nye bar 'khor bas (近くを廻って)とある。試訳においては，ベキン
版の i'khoJの派生形を踏まえて， nye bar mkho ba (skt. upayuk匂)と訂正して仮訳した。








訳を問うと， iお前の父親は仏教の真言者 (nangpa'i sngags pa)なのでシュードラの毒事者
の誉疫におかれる。供養した際に〔人々を]種族の愛践のlRiJiJなく合わせたから(趣意)J
等々とある。




・TshedPag med kyi b窃 ，udμ (14.4-6)Toh.5170 (24) 
オーン，アーハ，無量寿智 (Ayurj鼠naparimita) に帰命します。フーン。
オーン，アーハ，ダーキニー・シィディラージャ (Dakinisiddhirえja=Magcig 
Grub pa'i rgyal mo) に帰命します。フーン。
オーン，アーハ， ヴァジュラキールティ (Vajrakirti = Ras chung rDoり巴 grags
pa，1083/1084-1161) に帰命します。フーン。
オーン，アーハ，ボーディヴアジュラ (Bodhiv司jra) に帰命します。フーン。
オーン，アーハ，ギェルチェ・ラトナマハー (rGyalche Ratnamaha) に帰命し
ます。フーン。
オーン， アーハ， ラマ・サンユルパ (BIama bZang yul ba) に帰命します。フー
ン。




(cf. The Collected Works 01 Bu-ston， Part 16 (MA) ， edited by Prof. Dr. Lokesh 
Chandra from the CoIIection of Prof. Dr. Raghu Vira， Internation昌1Academy of Indian 
Culture， NewDelhi，1969 (= Toh.5170(24))) 
82) ツオンドゥー・センゲは『讃Jの奥書きにも登場する。彼がサンユノレパ (bZangyul pa)か
ら無量寿成就法を授かったという記述については，以下を参照のこと。
cf. Deb ther s昭'onpo，四JI民族出版社， 1985年， pp， 870-871 (The Blue Amzals Part two. by 
George N. Roerich， Royal Asiatic Society of Bengal， Calcutta， 1949， p.744) 
([ツオンドゥー・センゲは]子どものときから厭離が強烈だったので，昼夜に右透 (bskor



















付録2にも出る。なお，大谷 No.4888の奥書き(P.Zu. 276b) に， ヴィールヤシンハ
まであり，彼の後は，ケードゥプ・チュージェ/ションヌ・ドゥプ (mkhasgrub chos 
rje / gZhon nu grub) ， シャントン・チュージェ・オセノレ (Zhangston Chos rje 'od zer) ， 
チャンチュプ・シェーラプ (Byangchub Shes rab) ，ラマ・プンニヤラージャ?/ソ
ナム・ギェルツェン・ペルサンポ (Blama PU早yaraja/ bSod nams rGyal mtshan dpal 
bzang po)，ケーツゥン・サンギェー/ションヌ・ソナム (mKhasbtsun Sangs rgyas / 
gZhon nu bSod nams) である。ケードゥプ・チュージェについては， Don rdor dong 
bsTan 'dzin chos grags [1993J pp. 341-342を参照のこと。サキヤ派の人で， ヴィール
ヤシンハの弟子である。
(付録 2) ターラナータによるジターリ流の問弥陀仏に関する成就法倍承系譜




は，教義(他空説)の大成者トルプノ~ (Shes rab rgyal mtshan， A.D. 1292-1361)が
プトン (Buston Rin chen grub， A.D. 1290-1364)によって哲学的見解の面から激し
く批判されている。しかしその一方で，例えばマチク流 (cf.掛稿 [2003J付録。
の阿弥陀仏成就法の伝承者の一人パラパ (rGyalmtshan dpa1 bzang， A.D. 1310-1391 
→ 'Brug pa bKa' brgyud系)は，先のトルフ。パとプトンという哲学的見解の対立す
る双方から教えを受けたと称している。また，後のチョナンパを代表するターラナー





. Tshe cho ga bDud rtsi'i chu gter (20， a6…b1) 
この伝承は，パリ〔翻訳官]以前は前 (cf.W讃J き)と両じである。[以後〕
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チィム・ツオン[ドゥー]セン[ゲ] (mChims rTson seng / mChim Brtson 'grus 
seng ge = Vlr可asi11h邑)，ギャシャン・プクパ (rGyazhang Phug pa→ジターリ『讃』
で立 rGyanag Phug pa， cf. note.38)， ジェーパ・シェーラプリンチェン ('Jadpa Shes 
rab rin chen) ，エーパ・コントン (Epa‘Khon ston)，ジャムヤン・シートクパ ('Jam
dbyangs bZhi thog pa) ，チャムセム・ギェルイェー (Byangsems rGyal ye)，ラマ・
ダクパペルサン(Blam邑Gragspa dpal bzang)， ラマ・チュウーパク・ギェルツェン
(Bla ma Chos 'phags rgyal mtshan) ，ヤンツェーパ・リンチェンセンゲ (Yangrtse ba 
Rin chen seng ge)，プトン・チェンポ (Buston chen po)，チューギェル・ナムケー
ツェンチェン (Chosrgyal Nam mkha'i mtshan c叩)，チュージェー・リンチェンペ
ルドヮプ (Chosrje Rin chen dpal grub)， クーシャン・キェンラプチュージェ (sKu
zhang mKhyen rab chos rje)， クーシャン・ソナムチョクドゥプ (sKuzhang bSod 
nams mchog grub)， ドクカンパ・ゴンドゥプギェルツェン(‘Grogkhang pa nGon 
grub r幻ralmtshan)，チャンリンパ・タシギェルツェン (Byanggling ba bKra shis 
rgya1 mtshan)， ラマダムパ・ペルデンチューサン (Blama dam pa dPal ldan chos 
bzang)，彼(前者)によって私(ターラナータ)に〔伝えられた]。
(cf. The Collected vfらrks0/ Jo-Nar.ぼ rJebtsun Taranatha， Volumel2， Reproduced企oma
set of prints from the Rtag brtan Phun tshogs gling blocks preserved in the library of the 
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